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商工女性は今

「
や
つ
頭
コ
ロ
ッ
ケ
づ
く
り
を
通
し
て
、商
工
会
活
動
を
考
え
る
」

　
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
で
は
、
２
月

７
日
に
、
つ
く
ば
国

際
会
議
場
に
お
い
て

第
15
回
茨
城
県
商
工

会
女
性
部
主
張
発
表

大
会
及
び
部
員
研
修

が
る
地
域
の
輪
」・

宮
内
秀
美
さ
ん
（
か

す
み
が
う
ら
市
）「
女

性
が
元
気
に
な
る
女

性
部
活
動
」・
難
波

千
香
子
さ
ん
（
阿
見

町
）「
眠
っ
て
い
た

パ
ワ
ー
!!
」・
小
林

弥
生
さ
ん
（
五
霞

町
）「
や
つ
頭
コ
ロ
ッ

ケ
づ
く
り
を
通
し
て

商
工
会
活
動
を
考
え

る
」
の
６
名
の
方
々 

が
日
頃
の
思
い
を
主

張
発
表
し
た
。

　
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
最
優
秀
賞
に
は

小
林
さ
ん
、
優
秀
賞

に
は
福
本
さ
ん
、
優

良
賞
に
は
難
波
さ
ん

が
選
ば
れ
、
そ
の
他

の
方
々
に
は
敢
闘
賞

が
贈
ら
れ
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、
平

成
23
年
度
か
ら
商
工

会
で
手
掛
け
て
い

る
、
地
元
特
産
の

「
や
つ
頭
」
を
使
っ

た
特
産
品

開
発
事
業

に
よ
り
完

成
し
た
、 

「
や
つ
頭

コ
ロ
ッ
ケ

づ
く
り
」

を
通
じ
た

女
性
部
活

動
に
つ
い

て
発
表
し
、

地
域
の
活

性
化
に
つ

い
て
の
主

会
を
開
催

し
た
。

　
主
張
発

表
は
、
県

内

各

ブ

ロ
ッ
ク
代

表
の
福
本

悦
子
さ
ん 

（
日
立
市

十
王
）「
地

域
に
寄
り

添
う
活
動

を
継
続
す

る
」・
村

田
節
子
さ
ん
（
茨

城
町
）「
お
も
て
な

し
の
心
で
つ
な
ぐ

地
域
の
和
」・
菅
谷

も
と
子
さ
ん
（
鉾
田

市
）「
花
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
運
動
か
ら
広

張
を
繰
り
広
げ
、
そ

の
活
発
な
活
動
と
、

原
稿
を
一
切
見
な
い

姿
勢
が
評
価
さ
れ
て

の
最
優
秀
賞
の
受
賞

と
な
っ
た
。

　
本
年
７
月
３
日
に

開
催
さ
れ
る
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
交
流
研
修
会

（
神
奈
川
大
会
）
に

本
県
代
表
と
し
て
出

場
し
発
表
す
る
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た

部
員
研
修
会
で
は
、

講
師
に
お
招
き
し
た

作
家
・
井
沢
元
彦
氏

が
「
歴
史
に
学
ぶ
日

本
の
将
来
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。
世

界
及
び
日
本
の
歴

史
を
通
じ
て
、
現
代

の
政
治
や
宗
教
観

を
大
変
分
か
り
や
す

く
解
説
し
、
参
加
者

５
６
２
名
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
た
。

女性部
主張発表会

小
林
さ
ん
（
五
霞
町
）
が
最
優
秀
賞

レディース
いきいき物産展

　
各
地
域
の
特
色
を

活
か
し
た
産
品
を
一

堂
に
集
め
、
地
域
特

産
品
等
を
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
、
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

探

し

の

場

と

し

て

活

用

す

る

こ

と

を

目

的

と
し
た
、
第

18

回

茨

城

レ

デ

ィ

ー

ス

い

き

い

き

物

産

展

を

12

月

１

日
（
金
）、

水

戸

市

県

民

文

化

セ

ン

タ

ー

に

て

開

催

し

れ
、
当
選
番
号
が
発

表
さ
れ
る
た
び
に
会

場
が
沸
い
た
。

「

前

川

清

＆
市
川
由

紀
乃
＆
大

江
裕
ジ
ョ

イ
ン
ト
コ

ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し

た
。

各

々

の
代
表
曲

を
披
露
し
、

会
場
は
終

始
盛
り
上

が
っ
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後

の
お
楽
し
み
抽
選
会

で
は
、
物
産
展
出
展

者
か
ら
の
た
く
さ
ん

の
賞
品
が
提
供
さ

た
。
県
内
45
事
業
者

が
厳
選
さ
れ
た
こ
だ

わ
り
の
特
産
品
や
そ

の
地
域
で
し
か
手
に

入
ら
な
い
逸
品
な

ど
、
約
２
０
０
品
目

を
販
売
し
た
。

　
１
回
目
よ
り
毎
回

出
展
し
て
い
る
と
い

う
出
展
者
も
多
く
、

毎
年
こ
こ
で
購
入
す

る
の
が
楽
し
み
だ
と

い
う
参
加
者
も
多

い
。

　
ま
た
、
物
産
展
と

併
せ
て
行
わ
れ
る
大

ホ
ー
ル
で
の
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

最優秀賞に輝いた小林さん

受賞者の皆さん（左から村田さん、小林さん、難波さん、宮内さん、菅谷さん、福本さん）

熱心に語る井沢元彦氏

地
域
自
慢
の
品
が
勢
揃
い
！

平成 29 年度茨城レディースいきいき物産展売れ筋商品
所属商工会名 事業者名 商品名 金額（税込）

大子町 三宝産業㈱ ジャンボがんも 346 円
那珂市 菓子処ゆきもり 御城下殿中（5 本入り） 370 円

常陸大宮市 ㈲中橋製麺所 藤右衛門らーめん
（2 食入り） 540 円

大洗町 ㈱カジマ ずわいかにたっぷり
コロッケ 300 円

大洗町 大洗町商工会女性部 ホッキめし 300 円
笠間市 ㈲佐白山のとうふ屋 豆乳ドーナッツ 450 円
小美玉市 菓子工房 nagai いちご大福 200 円

小美玉市 ㈲大形屋商店 わかさぎの甘露煮
(100g) 400 円

かすみがうら市 貝塚忠三郎商店 白魚煮干 (100g) 300 円
土浦市新治 花小路 黒糖焼かりんとう 540 円
石岡市八郷 魚信 山菜おこわ 250 円
潮来市 和泉屋本店 南蛮ごぼう漬 500 円
神栖市 パン工房ファリーナ 究極のメロンパン 250 円
龍ケ崎市 龍ケ崎まいんコロッケ ライスクリームコロッケ 180 円
河内町 ㈲秋山食品 生板納豆 500 円

河内町 つくばの里まいたけ
センター まいたけ 500 円

常総市 ㈲鳥末食品 筑波巻 580 円
八千代町 ㈱くらもち 豚みそ 1000 円
境町 ㈱野口徳太郎商店 特上茎茶 (280g) 1080 円

大賑わいの物産展会場 前川清さんに花束贈呈
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商
工
会
女
性
部
全

国
大
会
が
10
月
19

日
、
20
日
に
岐
阜
県

下
呂
市
で
開
催
さ
れ

た
。

　
１
日
目
の
大
会
に

は
茨
城
県
内
か
ら
女

性
部
員
19
人
が
参

加
し
、
全
国
各
地

よ
り
約
２
３
０
０
人

の
女
性
部
員
が
岐
阜

の
地
に
一
堂
に
会
し

た
。
第
１
部
の
大
会

セ
レ
モ
ニ
ー
よ
り
始

ま
り
、
第
２
部
で
は

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表

に
よ
る
女
性
部
の
主

張
発
表
大
会
が
行
わ

れ
た
。
最
優
秀
賞
に

は
浦
内
由
美
子
さ
ん

（
沖
縄
県
石
垣
市
商

工
会
）
が
「
女
性
部

活
動
と
地
域
振
興
・

ま
ち
づ
く
り
～
心
で

香
る
贈
り
物
～
」
と

題
し
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
。

　
２
日
目
の
視
察
研

修
で
は
、
高
山
陣
屋

前
で
の
朝
市
、
高
山

ま
つ
り
の
森
、
世
界

遺
産
で
も
あ
る
白
川

郷
を
訪
れ
た
。
高
山

市
に
お
い
て
は
、
江

戸
時
代
の
面
影
を
残

す
町
並
み
か
ら
歴
史

を
感
じ
、
郷
土
愛
や

特
産
品
の
見
せ
方
な

ど
を
学
び
、
今
後
の

茨
城
県
の
女
性
部
活

動
へ
の
大
き
な
参
考

と
な
っ
た
。

白川郷駐車場前にて記念撮影

　
本
年
度
９
月
19
日

か
ら
11
月
６
日
に
か

け
て
３
日
間
６
講
座

開
催
し
た
「
い
ば
ら

き
レ
デ
ィ
ー
ス
カ

レ
ッ
ジ
」
に
つ
い
て
、

こ
の
た
び
受
講
者
の

ア
ン
ケ
ー
ト
が
ま

と
ま
っ
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
報
告
し
ま

す
。

【
第
一
問
】
受
講
者

の
年
齢
構
成
・
・
60

歳
代
が
47
％
で
最
も

多
く
、
次
に
70
歳
以

上
・
50
歳
代
と
続
い

た
。

【
第
二
問
】
受
講
者

の
身
分
構
成
・
・
女

性
部
役
員
が
45
％
と

最
も
多
く
、
次
に
一

般
部
員
・
部
員
以
外

の
商
工
会
会
員
と
続

い
た
。

【
第
三
問
】
セ
ミ
ナ
ー

参
加
の
感
想
・
・
全

体
を
通
し
て
「
役
に

立
っ
た
」
が
58
％
を

占
め
、
次
に
「
と
て

も
役
に
立
っ
た
」
が

32
％
と
、
９
割
の
受

講
者
が
概
ね
役
に

立
っ
た
と
の
感
想
で

あ
っ
た
。

【
第
四
問
】
女
性
部

活
動
へ
の
参
加
状

況
・
・「
よ
く
参
加

し
て
い
る
」
が
75
％
、

「
時
々
参
加
し
て
い

る
」
が
22
％
と
、
ほ

と
ん
ど
全
員
の
受
講

者
が
女
性
部
活
動
に

参
加
し
て
い
る
。

【
第
五
・
第
六
問
】

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

で
役
に
立
っ
た
講

義
の
内
容
・
・
と
て

も
役
に
立
っ
た
講
師

①
舞
の
海
秀
平
先
生

64
・
９
％
②
片
山
先

生
46
・
１
％
③
三
遊

亭
歌
之
介
先
生
42
・

９
％
④
森
川
先
生

31
・
１
％
⑤
県
内
事

業
者
27
・
３
％
⑥
三

井
先
生
26
・
６
％
の

順
で
あ
っ
た
。

【
第
七
問
】
受
講
の

目

的
・
・「

教

養
・

知
識
を
深
め
る
た

め
」
が
50
％
と
最
も

多
く
、
次
に
「
興
味

が
あ
っ
た
た
め
」
が

25
％
で
あ
っ
た
。

【
第
八
問
】
今
後
希

望
す
る
講
義
内
容
・
・

「
健
康
」
が
19
・
９
％

と
最
も
多
く
、「
地

域
振
興
・
ま
ち
づ
く

り
」
18
・
２
％
、「
経

営
・
ビ
ジ
ネ
ス
教
養
・

成
功
者
体
験
」
17
・

５
％
と
続
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
概

ね
好
評
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特

に
元
小
結
の
舞
の
海

秀
平
先
生
や
落
語
家

の
三
遊
亭
歌
之
介
先

生
の
講
義
の
よ
う

に
、
経
験
談
や
人
生

の
生
き
方

な
ど
の
講

義
が
印
象

に
残
っ
た

よ

う

で

す
。
ま
た
、

Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ

ｃ
ｅ
ア
イ

ム
代
表
の

森
川
あ
や

こ
先
生
の

講

義

は
、

挨
拶
と
笑

顔
の
実
践

を
交
え
な
が
ら
、
お

も
て
な
し
の
心
を
学

び
、
女
性
部
な
ら
で

は
の
研
修
だ
と
好
評

で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
毎
回
２

日
目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
組
ん
で
い
る

「
が
ん
ば
る
県
内
事

業
者
と
の
座
談
会
」

で
は
、
元
気
の
あ
る

若
い
経
営
者
に
講
師

を
お
願
い
し
、
苦
労

し
て
起
業
し
た
頃
の

経
験
談
や
、
経
営
者

と
し
て
の
心
構
え
な

ど
の
話
に
感
銘
を
受

け
た
よ
う
で
す
。

　
県
女
性
連
で
は
、

平
成
30
年
度
も
引
き

続
き
レ
デ
ィ
ー
ス
カ

レ
ッ
ジ
の
開
催
を
計

画
し
て
お
り
、
更
な

る
女
性
力
の
向
上
に

役
立
つ
よ
う
な
セ
ミ

ナ
ー
に
な
る
よ
う
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告

い
ば
ら
き
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
２
０
１
７

舞の海秀平先生

第　

回
商
工
会

女
性
部
全
国
大
会
開
催

19

茨
城
国
体
に
む
け
て

常
陸
太
田
市
商
工
会
女
性
部

　
常
陸
太
田
市
は
茨
城
国
体
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
会
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
の
担
当
者

よ
り
マ
ス
コ
ッ
ト
の
じ
ょ
う
づ
る
さ
ん
に
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
せ
た
い

と
商
工
会
女
性
部
に
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

役
員
の
賛
同
を
得
て
早
速
縫
い
物
の
得
意
な

部
員
が
集
ま
り
実
測
か
ら
仮
縫
い
そ
し
て
仕

上
げ
ま
で
楽
し
く
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
秋

の
そ
ば
祭
り
を
は

じ
め
い
ろ
ん
な
イ

ベ
ン
ト
に
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
て

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

（
西
野

　
眞
理
子

　
記
）

よ
う
こ
そ
、
つ
く
ば
へ

つ
く
ば
市
商
工
会
女
性
部

　
10
月
11
日
、
宮
城
県
名
取
市
の
女
性
部
員
15

名
が
つ
く
ば
市
へ
。
副
部
長
達
が
バ
ス
に
添
乗

し
、
筑
波
山
神
社
や
み
ず
ほ
の
村
市
場
や
エ
キ

ス
ポ
セ
ン
タ
ー
を
案
内
し
ま
し
た
。
夜
は
宿
泊

先
の
グ
ラ
ン
ド
東
雲
で
、
新
筑
ブ
ロ
ッ
ク
の
部

長
達
と
の
交
流
会
で
す
。
津
波
の
恐
ろ
し
さ
の

話
に
涙
し
、
そ
れ
で
も
最
後
は
皆
で
つ
く
ば
音

頭
の
列
を
作
り
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。
つ
く
ば

を
離
れ
る
際
に
は
、
皆
様
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
、

嬉
し
か
っ
た
」

と
の
お
言
葉
を

頂
き
、
私
達
も

感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
バ
ス
は
次

の
訪
問
地
、
八

郷
で
も
大
歓
迎

で
し
た
。

（
飯
塚

　
厚
子

　
記
）

県
西
地
区
合
同
講
演
会
開
催

「
異
常
気
象
と
気
象
災
害
へ
の
備
え
」

と
ね
ミ
ド
リ
館
に
て坂

東
市
商
工
会
女
性
部

　
１
月
25
日
県
西
地
区
合
同
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
各
単
会
か
ら
フ
ラ

ダ
ン
ス
・
よ
さ
こ
い
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
等
の

披
露
が
あ
り
会
場
を
華
や
か
に
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
気
象
予
報
士
の
天
達
武
史
氏
を
お
招
き
し

て
雲
を
作
る
実
験
や
２
１
０
０
年
の
天
気
予

報
は
温
暖
化
に
よ
り
古
河
市
の
最
高
気
温
は

43
・
６
℃
と
予

想
し
驚
き
の
連

続
で
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

同
時
開
催
の
レ

デ
ィ
ー
ス
物
産

展
も
大
盛
況
で

完
売
御
礼
と
な

り
ま
し
た
。

（
田
村

　
光
子

　
記
）

女
性
部
活
動
事
例
紹
介

お
も
て
な
し
交
流
事
業鹿

嶋
市
商
工
会
女
性
部

　
私
た
ち
鹿
嶋
に
二
回
目
の
お
も
て
な
し
、

今
回
は
群
馬
県
し
ぶ
か
わ
商
工
会
女
性
部
の

皆
さ
ん
と
。

　
常
々
、
私
達
は
行
政
と
一
体
に
な
り
地
元

の
活
性
化
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
の
で
、
鹿
嶋

市
長
が
喜
ん
で
挨
拶
に
来
て
下
さ
い
ま
し

た
。
交
流
は
、
飯
島
商
工
会
長
含
め
、
地
元

の
特
産
品
で
昼
食
を
と
り
な
が
ら
話
に
花
が

咲
き
ま
し
た
。
昼
食
後
、
鹿
嶋
の
名
所
案
内
。

私
は
２
号
車
の
し
ぶ
か
わ
女
性
部
員
の
い
る

バ
ス
に
乗
車
し
ま
し
た
。
１
号
車
に
乗
車
し

て
い
る
当
女
性
部
役
員
達
が
車
内
か
ら
手
を

振
っ
て
、
２
号
車
内
か
ら
大
歓
声
。
鹿
嶋
を

選
ん
で
下
さ
っ
た
お
客
様
で
す
の
で
、
最
高

の
お
も
て
な
し

と
、
女
性
部
一

丸
と
な
り
頑
張

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
鹿

嶋
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
眞
中

　
ミ
ヨ
子

　
記
）

片山善博先生

じょうづるさんと記念撮影

筑波山神社で記念撮影熱心に講演する天達武史氏

鹿島神宮前にて
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笑
顔
の
ス
テ

キ
な
羽
鳥
美
智

子
さ
ん
。
彼
女

は

河

内

町

の

「
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

ホ
ー
ル
咲
や
姫
」

の
女
将
で
す
。

嫁
い
だ
時
は
、

ス
ー
パ
ー
と
魚
屋
を

営
ん
で
お
り
、
十
年

後
に
、
結
婚
式
場
の

女
将
に
な
る
と
は
、

夢
に
も
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
接
客
の
違

い
に
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
家
族
、
従

業
員
、
お
客
様
に
支

え
ら
れ
気
が
つ
く
と
、

三
十
年
も
過
ぎ
て
い

ま
し
た
。
振
り
返
る

と
、
忙
し
い
時
は
、

休
み
も
な
か
な
か
と

れ
ず
、
子
供
の
相
手

も
出
来
ず
、
寂
し
い

思
い
を
さ
せ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
息

子
も
今
で
は
、
一
緒

に
仕
事
を
し
、
彼
女

を
支
え
て
い
ま
す
。

　
今
、
彼
女
が
心
掛

け
て
い
る
事
は
、
リ

口
横
に
は
真
っ
赤
な

花
を
容
れ
た
茶
色
の

花
器
が
飾
ら
れ
、
ウ
ィ

ン
ド
ウ
に
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
さ
れ
た
白
い

ス
ー
ツ
と
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
に
目
を
奪
わ

れ
た
。

　
店
内
は
お
し
ゃ
れ

な
洋
服
が
ほ
ど
よ
い

数
で
下
が
り
、
セ
ン

ス
の
良
い
バ
ッ
グ
や

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
が

さ
り
げ
な
く
陳
列

さ
れ
、
心
地
よ
く
買

い
物
が
で
き
そ
う
な

ム
ー
ド
が
漂
っ
て
い

た
。

　「
お
客
様
の
注
文

に
は
満
足
し
て
頂
け

る
仕
入
れ
に
努
力
し
、

不
良
在
庫
は
持
た
な

い
。」
と
の
経
営
方

針
に
、
鈴
木
悦
子
さ

　
坂
東
市
岩
井

中

心

部

に

開

業

６

年

の

ブ

テ
ィ
ッ
ク
「
ト
ッ

プ
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
す
ず
き
」
は

在
っ
た
。
入
り

ん
の
効
率
の
良
い
商

売
の
コ
ツ
を
見
た
思

い
で
す
。
ま
た
、
奥

の
一
角
に
カ
ラ
オ
ケ

ド
レ
ス
も
展
示
さ
れ
、

平
均
年
齢
六
十
歳
と

ピ
ー
タ
ー
が
多
い
の

で
、
お
料
理
の
マ
ン

ネ
リ
化
を
防
ぎ
、
い

つ
来
て
も
、
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
様
、

笑
顔
で
お
迎
え
、
笑

顔
で
接
客
、
笑
顔
で

お
見
送
り
を
す
る
事

　「
酒
膳
い
ろ
は
」

で
は
、
楽
し
く
、
安

く
、
お
い
し
く
を

モ
ッ
ト
ー
に
営
業
を

し
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
63
年
、
現
在

の
社
長
の
母
親
が
創

業
を
し
、
平
成
11
年

鹿
嶋
市
鉢
形
に
鹿
嶋

店
オ
ー
プ
ン
、
潮
来

店
は
、
現
在
三
代
目

長
女
ご
夫
妻
が
切
り

盛
り
し
て
と
っ
て
も

明
る
い
お
店
で
す
。

　
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は

日
替
わ
り
ラ
ン
チ
が

人
気
で
そ
の
他
メ

ニ
ュ
ー
が
沢
山
あ
り

ま
す
。
夜
は
、
鹿
島

港
か
ら
仕
入
れ
る
新

鮮
な
活
魚
や
、
は
ま

ぐ
り
な
ど
魚
が
沢
山

入
荷
し
ま
す
。

　
又
、
日
本
酒
や
焼

酎
も
全
国
各
地
か
ら

取
り
揃
え
て
あ
り
ま

す
。

　
是
非
、
お
立
ち
寄

り
下
さ
い
。「
ス
タ
ッ

フ
一
同
心
よ
り
お
待

　
大
通
り
か
ら
分
か
り
や

す
い
立
地
の
白
い
建
物
、

そ
こ
が
ポ
ー
ラ
稲
荷
前
店

crew
 peace

だ
。
店
内

も
白
を
基
調
と
し
た
明
る

く
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
で
あ
る
。

　
元
々
美
容
に
興
味
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い

と
い
う
オ
ー
ナ
ー
の
秋

山
さ
ん
。
子
供
達
と
の

時
間
を
作
る
た
め
に
始

め
た
の
が
エ
ス
テ
テ
ィ

シ
ャ
ン
の
仕
事
だ
と
い

う
。「
エ
ス
テ
や
販
売

を
通
し
て
お
客
様
に
感

謝
さ
れ
る
こ
の
仕
事

が
と
て
も
楽
し
く
、
オ

ー
ナ
ー
と
な
っ
た
今
で

は
、
仲
間
の
成
長
や
成

功
が
嬉
し
い
。
仲
間
の

為
に
自
分
が
次
の
ス
テ

ー
ジ
を
経
験
し
、
た
く

さ
ん
の
事
を
教
え
て
い

の
お
得
意
様
に
夢
と

元
気
を
提
供
さ
れ
る

美
し
い
店
主
に
明
る

い
未
来
を
感
じ
て
辞

し
た
。

（
広
瀬

　
美
代
子

　
記
）

き
た
い
」
と
、
い
き
い

き
と
し
た
表
情
で
話
し

て
く
れ
た
。

　
こ
ち
ら
の
お
店
は
、

エ
ス
テ
と
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
同
時
に
行
え
る
一
石

二
鳥
な
サ
ロ
ン
だ
。
全

身
の
コ
リ
を
徹
底
的
に

ほ
ぐ
し
、
血
行
を
良
く

し
リ
ン
パ
を
流
す
。
そ

し
て
そ
の
人
に
合
わ
せ

た
マ
ス
ク
を
す
る
と
お

客
様
か
ら
、
５
歳
若
返

っ
た
か
も
～
！
と

喜
び
の
声
が
上
が

る
。
脚
、
足
裏
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
も
あ

り
、
最
後
に
メ
イ

ク
ま
で
し
て
く
れ

る
。
施
術
後
の
お

客
様
か
ら
、
肩
に

羽
が
生
え
た
よ
う

だ
、
血
行
が
良
く

な
っ
て
全
身
ポ
カ

ち
申
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。」
と
女
性
部

員
で
も
あ
る
女
将
さ

ん
の
史
子
さ
ん
が
笑

顔
で
応
対
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

（
菅
谷

　
静
枝

　
記
）

ポーラ稲荷前店
crew peace（クルーピース）

〒 305-0061　つくば市稲荷前 9-16
TEL・FAX：029-856-2575　携帯：090-1662-7860

で
す
。
取
材
に
伺
っ

た
こ
の
時
、
お
帰
り

に
な
る
お
客
様
の
満

足
そ
う
な
笑
顔
と
、

お
見
送
り
す
る
、
彼

女
の
笑
顔
が
と
て
も

素
敵
で
し
た
。

（
中
島

　
ユ
リ
江

　
記
）

ポ
カ
す
る
、
な
ど
驚
き

の
声
が
漏
れ
る
。

　
近
く
に
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
が
あ
り
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
時
に
は
コ
ー
ヒ

ー
を
サ
ー
ビ
ス
す
る
こ

と
も
。（
こ
の
記
事
を

見
て
の
ご
予
約
で
も
来

店
時
に
サ
ー
ビ
ス
！
）

体
験
も
出
来
る
の
で
気

に
な
る
方
は
是
非
お
問

い
合
わ
せ
を
！

（
岡
本

　
照
子

　
記
）

張り切り
美　　人
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県
西
地
区
商
工
会

女
性
部
で
は
、
新
規
部

員
加
入
を
目
的
に
、
女

性
部
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ

レ
ー
を
昨
年
に
引
き

続
き
十
月
三
日
に
古
河

市
三
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
各
県

西
地
区
か
ら
十
二
チ
ー

ム
が
出
場
し
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　
わ
が
桜
川
市
商
工
会

女
性
部
は
昨
年
に
引
き

続
き
２
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
新

規
部
員
も
１
名

加
入
い
た
だ
け

ま
し
た
。
優
勝

は
、
二
連
覇
の
古

河
市
商
工
会
女

性
部
Ａ
チ
ー
ム
。

そ
し
て
な
ん
と
、

わ
が
桜
川
市
商

工
会
女
性
部
Ａ

チ
ー
ム
が
準
決

勝
を
フ
ル
セ
ッ

ト
の
熱
戦
の
末
、

昨
年
の
雪
辱
を
果
た

し
、
準
優
勝
の
栄
冠
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
各
チ
ー

ム
の
部
員
の
皆
様
ご
苦

労
様
で
し
た
。
和
気
あ

い
あ
い
と
ケ
ガ
人
も
な

く
懇
親
会
も
、
田
村
会

長
の
演
出
に
よ
る
各
地

区
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
盛
り
上
が
り
、
有
意

義
な
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
次
年
度
も
部
員
の

健
康
増
進
・
親
睦
・
新

規
部
員
獲
得
を
目
的
に

開
催
い
た
だ
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
仁
平

　
千
鶴
子

　
記
）

　
蝉
の
声
が
賑

わ
い
で
か
き
消

さ
れ
る
八
月
、

汗
だ
く
の
子
ど

も
た
ち
が
「
十

王
ま
つ
り
」
の

か
き
氷
を
求
め

て
長
蛇
の
列
を

作
り
ま
す
。
視

線
の
先
に
は
私

達
女
性
部
員
が

お
り
、
色
鮮
や 

か
な
か
き

氷
や
新
鮮

き
ゅ
う
り

の
１
本
漬

な
ど
を
手 

に
、
こ
ち

ら
も
ま
た

流
れ
る
汗

を
拭
い
な

が
ら
奮
闘 

中
。

　
お
小
遣

い
を
握
り

し
め
目
を

輝
か
せ
る

小
さ
な
お

客
様
は
、
２
割
を
占

め
る
未
成
年
世
代
の

一
員
で
、
商
店
街
の

未
来
と
高
齢
化
率
約

３
割
の
町
を
支
え
る

大
切
な
宝
で
す
。
約

30
年
継
続
し
て
い
る

出
店
活
動
は
、
よ
り

身
近
で
成
長
や
健
康

を
確
認
で
き
る
重
要

な
地
域
交
流
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
四
倉

　
知
子

　
記
）

　
私
達
の
神
栖
市
商
工
会

女
性
部
は
、
自
己
研
鑽
と

活
力
向
上
を
目
標
に
、
研

修
事
業
や
ク
ラ
ブ
事
業
、

ま
た
、
地
域
貢
献
活
動
に

と
積
極
的
に
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
地
域
貢
献

運
動
で
は
、
神
栖
市
主
催

の
花
植
や
、
海
岸
清
掃
な

ど
の
奉
仕
作
業
等
々
に
加

え
、
地
域
の
方
々
の
協
力

に
よ
る
「
か
み
す
フ
ェ
ス

タ
」
に
は
、
部
員
に
提
供

し
て
い
た
だ
く
日
用
品
の

バ
ザ
ー
、
古
着
の
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
の
出
店
な

ど
、
部
員
が
一
丸
と
な
り
取

り
組
ん
で
絆
を
深
め
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
毎
年
恒

例
の
１
泊
２
日
の
視
察
旅

行
に
は
、
体
験
学
習
や
ホ

テ
ル
で
の
お
も
て
な
し
事

業
な
ど
を
学
び
組
み
込
ん

だ
研
修
を
。
夜
は
自
慢
の

喉
と
多
芸
の
饗
宴
で
部
員

の
つ
な
が
り
は
一
層
深
い
も

の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
自

己
研
鑽
の
た
め
の
ク
ラ
ブ

事
業
は
、
元
気
で
商
（
笑
）

売
繁
盛
を
事
業
目
標
に
掲

げ
、
女
性
部
員
が
講
師
と

な
り
ヨ
ガ
に
カ
ラ
オ
ケ
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
み
そ

作
り
教
室
等
々
、
元
気
の

「
み
な
も
と
」
作
り
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
、
ア
レ

ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
教
室
も
取
り

入
れ
、
新
年
を
迎
え
る
準
備

も
、
部
員
と
の
わ
き
あ
い
あ

い
と
し
た
時
間
の
中
で
、
作

り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通

し
、
女
性
と
し
て
、
商
売
人

と
し
て
人
生
の
楽
し
い
時
間

を
部
員
と
地
域
の
皆
さ
ん
と

共
有
し
、
こ
れ
か
ら
も
、
ま

す
ま
す
部
員
と
の
絆
を
深

め
、
会
員
減
少
の
歯
止
め
を

願
い
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

（
勝
浦

　
笑
美
子

　
記
）

次
世
代
の
子
た
ち
へ
繋
ぐ
ま
ち
づ
く
り

日
立
市
十
王
商
工
会
女
性
部

神栖市商工会女性部
女性のパワーを発揮

　
私
達
は
、
年
間
行
事

と
し
て
、
老
人
ホ
ー
ム
へ

慰
問
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
内
２
か
所
の
老
人

ホ
ー
ム
を
１
年
交
代
で
訪

問
し
、
部
員
の
理
美
容
師

に
よ
る
散
髪
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
、
年
末
大
掃
除
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
入
居
の
皆
さ
ん
に
、

整
っ
た
髪
型
で
新
年
を

迎
え
て
も
ら
え
て
、
と

て
も
喜
ん
で
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
大
掃

除
は
主
に
窓
ふ
き
作
業

で
す
。
北
風
と
冷
た
い

水
で
大
変
で
す
が
、
入

居
の
皆
さ
ん
の
笑
顔

や
、施
設
の
方
か
ら
の
「
あ

り
が
と
う
」
の
言
葉
に
、

と
て
も
温
か
く
、
清
々
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
の

で
、
継
続
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
の
主
張
発

表
大
会
で
、
見
事
最
優
秀

賞
に
輝
い
た
、
当
女
性
部

「
女
性
の
健
康
と
体
力
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

活
動
も
継
続
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
毎
月
ス
ク
エ
ア

ス
テ
ッ
プ
な
ど
の
様
々
な

体
力
づ
く
り
教
室
を
開
催

し
、
普
段
使
わ
な
い
頭
・

筋
肉
を
動
か
し
て
い
ま

す
。
部
員
以
外
の
一
般
市

民
へ
も
呼
び
掛
け
て
、
更

に
多
く
の
方
の
参
加
を
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

い
つ
ま
で
も
健
康
美
人
で

い
ら
れ
る
よ
う
、
精
力
的

に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

（
飯
塚

　
け
い
子

　
記
）

つくばみらい市商工会女性部
「福祉活動で地域に貢献」

　
茨
城
町
商
工
会
女

性
部
は
、
東
日
本

大
震
災
を
機
に
“
少

し
で
も
明
る
い
気

持
に
な
っ
て
欲
し

い
、
楽
し
い
時
間

を
作
っ
て
あ
げ
た

い
”
と
の
思
い
か
ら

町
青
年
部
と
共
に

復
興
事
業
と
し
て

「
き
ら
り
子
供
行
灯
」

を
企
画
、
平
成
二
十 

四
年
二
月
十
一
日
の
茨

城
町
民
の
日
に
か
け
て

実
行
し
、
以
後
毎
年
の

恒
例
行
事
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
私
達
女
性
部
は
千
人

食
の
大
鍋
で
部
員
手
作

り
の
野
菜
を
煮
込
み
、

き
ら
り
鍋
を
。
共
に
時

間
を
か
け
て
作
っ
た
甘

酒
、
小
豆
を
こ
し
て
作
っ

た
お
汁
粉
等
、
美
味
食

を
準
備
し
ま
す
。
八
百

基
の
行
灯
に
は
、
絵
や

言
葉
が
刻
み
込
ま
れ
、

冬
の
夜
空
を
見
事
に
照

ら
し
神
秘
的
な
光
景

で
す
。
そ
の
光
に
魅

せ
ら
れ
て
多
勢
の

人
々
が
集
ま
っ
て

来
る
中
、
わ
た
し
た

ち
は
精
一
杯
の
お
も

て
な
し
の
心
で
来
場

者
の
お
迎
え
を
致
し

ま
す
。
行
灯
で
そ
の

年
の
一
文
字
が
作
ら

れ
、
今
年
は
「
美
」

と
言
う
文
字
が
描
き

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
達
女
性
部
も
、
こ

の
行
灯
に
負
け
な
い

“
明
る
い
街
づ
く
り
”
の

為
に
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
井
坂

　
幸
子

　
記
）

　
町
の
活
性
化
事
業
を
模

索
す
る
中
、
当
時
の
部
長

が
、
旅
先
の
伊
豆
稲
取
で
、

可
憐
で
美
し
い
雛
飾
り
に

想
を
得
て
、｢

取
手
ひ
な

ま
つ
り｣

が
ス
タ
ー
ト
し
、

今
年
で
14
回
を
数
え
ま
す
。

　
当
初
は
20
数
件
の
店
舗

と
女
性
部
会
場
で
の
展
示

で
し
た
が
、
事
業
拡
大
の

思
い
か
ら
、
市
・
親
会
・

青
年
部
・
そ
の
他
団
体
の

賛
同
を
頂
き
、
実
行
委
員

会
を
発
足
。
今
で
は
、
展

示
場
所
は
１
２
０
店
舗
ま

で
に
広
が
り
ま
し
た
。

　
発
足
か
ら
始
ま
っ
た

「
ひ
な
パ
レ
ー
ド
」
は
毎
年

恒
例
と
な
り
、
お
内
裏
さ

ま
と
お
雛
さ
ま
を
乗
せ
た

山
車
を
先
頭
に
、
１
０
０

人
を
超
え
る
園
児
が
練
り

歩
き
、
晴
れ
の
姿
を
見
た

い
と
親
御
さ
ん
や
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

達
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
の
有
形
文
化

財
で
あ
る
旧
取
手
本
陣
で

は
、
伝
統
芸
能
を
間
近
に

触
れ
ら
れ
る
琵
琶
演
奏
や

歌
舞
伎
舞
踊
と
邦
楽
は
、

立
見
客
で
溢
れ
る
ほ
ど
の

人
気
で
す
。

　
期
間
中
、
Ｊ
Ｒ
主
催
の

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、

ア
ー
ト
の
街
な
ら
で
は
の

コ
ー
ス
を
企
画
し
、
取
手

市
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
っ

て
い
す
。

　
更
に
、
無
料
巡
回
バ

ス
で
結
ん
だ
、
展
示
会
場

と
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
ひ
な

ま
つ
り
と
工
場
見
学
は
都

内
や
近
県
か
ら
の
リ
ピ
ー

タ
ー
も
多
く
お
越
し
頂
い

て
い
ま
す
。

　「
来
年
も
楽
し
み
に
し

て
い
る
か
ら
ね
！
」
と
の

言
葉
に
励
ま
さ
れ
、
私
達

女
性
部
は
、
頑
張
り
ま
す
。

継
続
は
力
な
り
と
！

（
久
水

　
寿
美

　
記
）

第
14
回「
取
手
ひ
な
ま
つ
り
」

女
性
部
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
で
新
規
部
員
獲
得

取
手
市
商
工
会
女
性
部

桜
川
市
商
工
会
女
性
部

　

お
も
て
な
し
事
業“
き
ら
り
子
供
行
灯
”

茨
城
町
商
工
会
女
性
部

～女性部が目指すもの～


